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『
は
じ
め
に
幕藩制下における鋳物師ｌ特に真継家配下の鋳物師－は、中世
以来の「座」の形態を存続させ、その営業面において殆んど領主
の支配家から離脱し、特有の組織を有していた点で注目される。
し
か
し
周
知
の
よ
う
に
中
世
・
近
世
を
問
わ
ず
、
鋳
物
業
の
研
究
は
、
そ
の文書に「偽文書」の多いことに注意しなければならず、方法論
として非常な困難をともなっている。すなわち、まず、文書の性
質を考え、さらに民俗学的・考古学的方法論を導入することなし
（１）
には、鋳物業に関する総合的な史的研究はできないのである。
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明
鋳
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師
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構
造
回
天
明
鋳
物
の
盛
衰
五
、
む
す
び
に
か
え
て
近
世
に
お
け
る
野
州
天
明
鋳
物
の
動
向本稿においてはこれらの点に注目しながら、近世における下野
国安蘇郡の天明鋳物について、その実態の一部でも明らかにして
いきたいと思う。
な
お
、
本
稿
で
引
用
し
た
史
料
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
佐
野
市
金
吹
町・正田治郎右衛門氏の所蔵によるものである。
Ｔ註
Ｎ､ノ
鋳物の歴史については香取秀真『日本鋳工史稿』、同『日
本鋳工史』、豊田武『中世日本商業史の研究』をはじめと
し
て
多
く
の
論
著
が
あ
る
が
、
特
定
地
域
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
中津川章二「川口の鋳物」（地方史研究協議会編『日本産
業
史
大
系
』
関
東
地
方
篇
）
、
小
原
昭
二
「
幕
末
明
治
初
期
に
お
ける川口鋳物業の展開過程」Ｓ埼玉研究』七号）、大阪鋳
造会編『大阪の鋳物』、飛見丈繁『高岡鋳物史話』、板倉勝
高
「
中
居
鋳
物
と
高
岡
鋳
物
の
地
域
的
抗
争
」
ｑ
信
州
大
学
教
育
学
部
研
究
論
集
』
一
六
号
）
、
中
川
弘
泰
「
信
濃
鋳
物
師
」
ｑ
信
濃』二二巻九号）、和歌森太郎「能登中居の鋳物師につい
て
」
（
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
『
国
史
論
集
』
）
な
ど
が
あ
る
。
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二
、
天
明
鋳
物
発
展
の
背
景
天明鋳物の創業の時期や由来については種々の説があるが、一
般には元来、天明鋳物師は河内国丹南郡日置圧に居住していたと
伝えられ、天慶三年（九四○）に下野国の豪族藤原秀郷が平将門の
乱を平定する際、足利郡寺岡で軍需品を鋳造させるため、同地へ
（１）
移住させたと言われている。しかし諸国の鋳物師がその始め、日
置庄に居住していたという伝説は、柳田国男の『海南小記』など
により周知のことである。しかもその伝説では鋳物師が諸国へ散（２）
在したのは、宝徳年代（一四四九’一四五二）と一一一一口うことである。
したがって、天明の場合、この諸国散在伝説の年代とも合致し
ない。このことから現在のところ、天明鋳物師が日置圧から来た
という説は信用することができないのである。
また、宝暦一○年二七○六）に書かれたと思われる天明鋳物
師の由緒書によれば次のように記してある。
一、佐野鋳物師根元、当地より几一里程西旗川之東岸寺岡村
一一住居、此村土瓶ちや釜と言始而鋳出ス、当時下品成釜を
土瓶茶釜と称す、鋳物師住居する故、其地を今以金屋寺岡
と云、
一、治安三癸亥年鋳物Ⅲ金屋寺岡より犬臥宿之内、鋳物師入
といふ所江引移ル、此時犬臥安三と銘有ちや釜鋳出ス、今
所一一有之、此銘治安三年切文字也、鋳物師大治年中鋳物師
入り是閑といふ所江引越、春日山之西、此所に是閑といふ
人往ける故名付也、此時鋳出ス茶湯釜を古天明といふ、今
近
世
に
お
け
る
野
州
天
明
鋳
物
の
動
向
（
渡
辺
）
世二稀二有之誰盾汚嘘鐡垂云又其頃鋳物師上方へ上り種々之釜
を鋳出ス也、
「暦応四年壬午往還通用之御倫旨頂載、此朝後醍醐帝御代、
暦応四年より宝暦十庚辰年迄几四百弐拾年二成、
一、慶長七壬寅年春日山西あそ川之東、田町といふ所へ鋳物師
住居町割有之所、天明宿風上故、只今之金屋町江地割有之、
一、春日岡山惣宗寺は元房舎有之所、城地二付今金屋町江鋳
物師同年二引移ル、（後略）
すなわち右によれば、一般鋳物師の移住経路は寺岡↓犬伏↓是
閑↓田町↓金屋町であった。また、宝暦一○年当時、「治安三年」
の文字のある茶釜が、同地に存在したということである。しかし
現在、この「治安三年」の銘を有する茶釜を確認することができ
ないので、真偽の程は不明である。もしこのことが真実であった
とすれば、すでに平安末期には当地において鋳物生産が行なわれ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
しかし、天明鋳物師の鋳造した作品で現在確認できる最古のも
のは、元亨元年（一一一一二一）一一一月の銘をもつ鐘で、その中に「下（３）
野州佐野庄堀篭郷」云々とあり、「甲斐守卜部助光作」とある。
また次いで元徳二年（一一一一三○）一○月一日の銘のある茨城県潮
来町長勝寺の鐘も、「甲斐権守助光作」とあるから、天明産であ
（４）
ろう。一方、近世中期頃まで天明鋳物師の統率者であった大川氏の由
緒書によれば、大川氏は暦応五年（一一一一四二）に太田村阿曽に居
住し、禁裏から倫旨をうけ、大永二年（一五二一一）になって犬伏
五
一
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へ移住、さらに永禄一二年（一五六九）に寺岡へ、そして慶長元（５）
年（一五九六）に上田島へ移住して現在に至っていると一一一一口われ、
先の由緒書と大分異なっている。しかしこれは、大川氏が領主佐
野家の家臣であったことや、仲間の統率者であったために、一般
の
鋳
物
師
と
、
そ
の
動
向
が
異
な
っ
て
い
た
と
も
理
解
で
き
る
が
、
は
っ
き
りしたことはわからない。
さて、いずれにしても、これらの由緒書がどこまで信用できる
か
疑
問
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
作
品
か
ら
推
定
し
て
、
少
な
く
と
も
す
で
に
鎌倉末期には、天明近辺において、鋳物生産が行なわれていたと
考えて差支えないであろう。そして中世以来、当地周辺の領主で
あ
っ
た
佐
野
氏
が
、
徳
川
家
に
よ
っ
て
慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）
、
唐
沢
山
の城から平地の春日岡に移転を命ぜられた際、城下の町割に従っ
て天明金屋町に、鋳物師の居住地が形成されたと考えるのが妥当
であろう。
そこで次に、鋳物産業の条件としての、原料の集荷法と作品の
運搬経路を知るために、当地における交通事情を考えてよよう。
中山道倉賀野宿から日光へ向う日光例幣使道筋にある天明宿は、
明和元年Ｃ七六四）になって道中奉行の管轄下となった。しか
しすでに室町のはじめ、『太平記』に観応二年（一三五一）一一一
月、宇都宮氏が駿河国薩唾山へ向う途中「下野天明宿に打出たり」
（６）
という記事があるように、もちろん中世・近世を通じて、脇往還
の一宿駅として存在していた。また、佐野氏が慶長一九年（一六
一四）に滅亡すると、当地は一時幕領となり、そのため年貢輸送
の便から河川交通も発達し、天明宿からおよそ一里程の距離にあ
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元禄8年|文化2年
｜瀞瘻人
一服ｌ２３４
ｆ
ｌ
る越名河岸が、非常な繁栄を招来した。
実際、寛永一○年（一六三一一一）に、彦根藩主の井伊直孝が武蔵国
世田谷領とともに、当地周辺を飛地として領有するようになって
からは、年貢米をはじめ、主要物資の輸送は全て越名河岸を通じ
（７）
て行なわれていたようである。そこで彦根藩佐野領における主な
地方役人を表１によってゑると、曙輔製鉄に必要な燃料関係の役
職
と
と
も
に
、
船
運
関
係
の
役
職
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
当
地
に
お
け
る
河
岸
が
、
如
何
に
重
視
さ
れ
て
い
た
かを判明できるのである。なおこの内、船役は元来、在地の有力
旧家であった須藤氏が、世襲してこの任に当っていた。
表
１
彦
根
藩
佐
野
役
人
｜Ｍ２４２３
代官
目付
下目付
船役
船上役
船頭
水主
川除役
薪役
炭役
足軽小頭
物書役
その他
人
１
３
６
ｍ
３
２
１
２
２
２
１
町
１
２
４
１
３
２
１
卯 五
一
一
4７
合計ｌ７７１５６１５４
井伊家文轡「大洞弁天鳥目寄根」．「大川家文幽」「佐野役
人」．根岸家文轡「佐野御領分御家中」より作成。
なお文化２年「佐野役人」の後爾には,以上のほかに船頭
・水主等を65人の記峨がある。
Hosei University Repository
三、真継家の鋳物師支配
近世における諸国の鋳物師は、①京都の真継家を中心とする御
用鋳物師②三都の鋳物師③野鍛冶的な鋳物師、の三類型に大
別できるであろう。もちろんこれらの中で、最も権威を恋にした
このような背景のもとに、天明鋳物の原料収集についてゑると、
その始めは、鉄は自給的に在地の秋山川や旗川の砂鉄を用いて、
豊
富
な
木
炭
資
源
を
も
と
に
銑
鉄
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
銅
は
足
尾
産
の
も
の、または奥州地方から輸送していたと考えられるが、現在のと
ころ資料的に立証することができない。しかし近世にはいると、
原料の大部分は越名河岸の発展を背景として、川船により江戸か
ら銅屑・銅塊・鉄屑等を運んで充てるようになり、生産量も飛縦
的に増大したのである。
註（１）天明鋳物については長野蛭志『天明之釜』、山口寿雄『佐
野天明鋳物老』、須藤清市「天明鋳物略史」ｓ下野史学』
一
九
号
）
な
ど
の
論
著
が
あ
る
が
、
創
立
過
程
に
関
し
て
の
史
料
批
判
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
（２）中川弘泰「近世の鋳物師と真継家」（『日本歴史』二六六号）
（
３
）
千
葉
県
鋸
南
町
・
日
本
寺
（
県
）
重
文
（
４
）
茨
城
潮
来
町
・
長
勝
寺
（
国
）
重
文
（
５
）
須
藤
清
市
「
天
明
鋳
物
略
史
」
Ｓ
下
野
史
学
亘
九
号
）
（６）『太平記』巻一一一十（『日本古典文学大系』第三巻、一五八頁）
（７）世田谷区誌研究会『世田谷勤仕録』所収「佐野御条目」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
近
世
に
お
け
る
野
州
天
明
鋳
物
の
動
向
（
渡
辺
）
のが①であったと思われる。本稿で取り挙げた天明鋳物師も、も
ちろん真継家の支配下にあったことは言うまで
もない。
真継家の支配はほぼ全国に亘るが、概して近畿・関東に多く、
北陸・中国筋がこれに次ぎ、九州・東海筋は比較的少ないようで
（１）
ある。そこでこの真継家が何故、諸国の鋳物師を統率できたか、
あ
る
い
は
そ
の
過
程
に
つ
い
て
承
る
と
、
は
っ
き
り
し
た
定
説
が
な
い
の
で
あるが、大体次のように考えられている。
すなわち、真継家はその第一七代目・久直の頃（天文年間）、中
世
以
来
の
紀
氏
の
地
位
と
伝
統
を
受
継
ぎ
、
諸
国
鋳
物
師
の
散
在
伝
説
を
も
とにして、戦国争乱の中で日置庇における文書を紛失したことを
理
由
に
、
真
継
家
が
そ
の
写
し
を
朝
廷
の
名
に
お
い
て
与
え
た
こ
と
や
、
諸
国
に
散
逸
し
た
鋳
物
師
文
書
を
収
集
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
鋳
物
師
仲
間
の
（２）
統率者となり得たのである。そしてその実績により、さらに真継家
自らの働きかけにより、やがて江戸幕府にも公認されたのである。
そこで幕府が真継家を公認した時期は次の文書（写）によって
大体明らかにすることができるであろう。
蔵
人
所
御
蔵
真
継
美
濃
守
康
総
朝恩之事、諸国鋳物師之義光規之通称以可有之者也、
於鋳物師は免除・筋目不可有相述之血、
家康公仰之旨、佃而執達如件、
慶長十六年三月十一日
横
山
山
城
守
護
判
酒
井左衛門
大輔
謝
判
真
継
美
濃
守
様
五
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すなわち、これによって慶長一六年（一六二）以前には、す
でに幕府によって公認していたことがわかる。いずれにしても真
継家は、戦国期に古代的権威を背景として、諸国の鋳物師と実質
的な関係を結び、朝廷の権威を背景とし、近世を通じて職人社会
特有の儀式と伝統を遵守しながら、幕藩制社会に生きつづけたと
言えるであろう。
そして真継家は鋳物師文書と呼ばれる「蔵人所牒」・「鋳物師
職座法之徒」・「継目辞令」等の文書を発行する権限を許され、
支配下の鋳物師にそれ等を与え、その代りに鋳物師に種々の義務
を負わせたのである。
特に「職座法之徒」は、真継家の鋳物師支配を概括的に示した
しのとして興味深い。この「職座法之徒」はすでに天正四年二
五七六）に、全七条として公布されており、広く研究者の共有物
（３）
となっている。そしてそれが近世を通じて基本原則として存続す
るのであるが、一方では、歴史的背景から、若干の修補が行なわ
れるのは当然である。そこで少を長文であるが、安政四年□八
（４）
五七）に公布された全一八条を、次に紹介してふよう。
鋳物師職座法之捉
第一潔公儀之御法度第一可相守事、
第一一喋御公用被仰出候節、尊
朝恩無遅滞相勤義可為専要事、
第一一藻御即位之卿、廻状を以申触候〈上任往古之御吉例、御祝
儀勤仕之義不疎可略事、
法
政
史
学
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第
四
条一、年頭・八朔・御礼献上物等之義、無儒怠可相勤亭、
第
五
条一、鋳物師諸役御免除之義、於其所従往古唯今一一有来之通
可相守事、
第
六
条一、御牒・御論旨・女房奉書受領、口一旦案
公武之御文書類所持之輩、万一焼失之事有之時は、早速可
届出事、
第
七
条一、鐘鋳等之事は一国一郡一一御牒井旧書等所持之鋳物師有
之所江は、仮令旧書頂戴之難為鋳物師、其所江入乱、鍼相
建令鋳営義可為停止、其所二由緒之鋳物師於無之は格別也、
汎他方より入込候ハム五一一以入魂安静可相勤事、
第
八
条一、神社・仏閣鋳鐘請取候節は、山号・寺号・鐘寸尺等可相
届事、
第
九
条一、受領奉願度輩は先規之通当家江可願出、其上可遂出奏
候、尤受領、
勅許之上は其人体限り、無継目子孫江相伝義堅有間敷候、
且郡大工職・統領職之事然継目子孫江相伝義金停止事、
第
一
○
条
一、諸国一同筋目’田緒之鋳物職有来之外、由緒無之新職之鋳
物師如先規令停止候、尤由緒之鋳物師子孫・別家等願出候
義は格別之事、
第
二
条
一、鋳職相休、或は相止候族有之は、職再興之節迄所持之文
書類当家江可預置、且又不寄何事相替訳有之は、早速可申
出事、
第
三
一
条
一、当家代替之節、廻状を以由‐触候ハム加先規早速所持之旧
五四
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書不残可令持参、遂吟味許状可指遣候、勿論鋳物師代替之
節、名跡之人体為継目早々可致上京事、
第二一一条
一、加先規年頭・八朔嘉儀可相勤事、
第
一
四
条
一、当家より一切課役ヶ間敷事堅不申遣候、万一当方之手筋
より金銀等之義申遣候ハム早速其趣可申来事、
第
一
五
条
一、当家より文通用向之分は、割印を以可申遣事、
第
二
ハ
条
一、鋳物師職二付不寄何事願出候義有之は、其趣無相違様口
状書相認、印形を加へ可申出候、遂吟味事落着之上可申渡
候事、
第
一
七
条
一、願出候義小一一而も相違之義不可申来候、若偽ヶ間敷事申
出、吟味之相頸候ハム依其品鑪吹可差止事、
第
一
八
条
一、鋳物師職二付
朝恩之儀を申立、其所二而万事理運ヶ間敷義仕間敷輌、
右箇条之趣無相違可相守、若違背之者、亦は座法の外新規
之義於相企は遂糺明、其品職分可差止事、
右之条々
勅印被成下、御定座法之趣を以、如先規申渡置候処也、
朝恩之所職恭堅可相守之条、価如件、
安政四丁巳年六月
大
和
守
回
近
世
に
お
け
る
野
州
天
明
鋳
物
の
動
向
（
渡
辺
）
（
渡
辺
）
野州安蘇郡佐野天明
鋳
物
師小島
半
丘
〈
術
すなわち右の内、天正四年の「職座之法捷」と同じものは第二
・一一一・五・七条であり、また第一○・二・一一一条も文体は異に
するが、文意に大差ない。しかし一方、これ以外は全く新しい項
目であって、そこには第一条に代表されるように幕府・真継家・
鋳物師の縦の関係を示しており、さらに第六・八・九条等におい
て真継家の地位を確認し、跡目相続とか鐘鋳の際の報告の義務を
負わせているのである。
しかし真継家の鋳物師に対する支配力は、地域により様々であ
るが、概して言えばかなり早い時期から衰微を始めたようであり、
すでに安永五年二七七六）八月には、真継家か肋）「近代座法致混
乱」と、幕府にその粛正を願出ているほどである。その支配の初
期にあっては、鋳物師間の出入がある毎に真継家を頼り、真継家
を絶対的なものと仰いでいた風も承えるが、中期以降は真継家支
配外の野鍛冶的なものや、三都の鋳物業が発展したことにより、
その特権的な支配力が薄くなったのである。
そこで次に天明鋳物師にとって、「職座法之捉」第四・一三条
等にあるような嘉儀の場合には如何なる費用を要するのか、その
一部を紹介してふよう。まず享和二年□八○二）の八朔におい
て、鋳物師一行三名は七月一○日、禁裏へ献上するための灯寵を
携えて天明宿を出立、日光例幣使道から中山道を経て同月三一一日
に京都へ到着した。そして例年通り八月一日、真継家へ嘉儀を行
ない、さらに同家を通じて灯籠を献上したのであるが、その間の
京都における遺物は表２に示したように八件、合計一両一分一朱
・二八○文であった。
五五
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表３享和３年年頭・人馬瞳 表２享和２年八朔京都遺物
、、|内訳｜賃銭 法政
史
学
第
二
十
六
号
避先｜名目｜料 金
Ｃ
九
日
）
住
路
旭馬計 ８，質485文５，６３０
１４，１１５
内侍所
大門
鈴木新兵衛
山田家
小野家
真継家
鈴木新兵衛
亀屋嘉兵衛
拝見料
損料
祝儀
〃
〃
〃
茶イヒ
ノノ
2分2朱
３朱・280文
１朱
〃
〃
〃
２朱
〃
（一一ハ
帰 人足 ９
９
９
口
。
貝
』
川
缶１▲
6０５
６４１
２４６
馬
計路日
、-'
（三五日）
総
計
服馬計 1７，０４０１１，２７１
２８，３１１ 合 三一Ⅲ 1両1分1朱・280文洲立、藤岡を通って
噸古河から日光街道
胸・東海道を経て同
畑月二七日に京都へ
嚇到着した。そして
正
翌享和三年（一八
○三）正月、例年
通
り
の
嘉
儀
を
行
な
い、五日から往路
成と同様の道を帰路
称についたのであ
仏る。この道中にお
雄ける使用人馬と合
壗計を表３に示した
鰍が、これによると
鐘一日人足二人・軽
麺尻馬一疋で、往復
一一八賃一一一二文の
た
め
、
清
涼
殿
へ
献
上するための灯籠
儲を携えて一二月九
りよ
日
に
天
明
宿
を
出
翌年の年頭嘉儀の
さ
ら
に
年
末
に
は
四
、
天
明
鋳
物
の
実
態
㈹
天
明
鋳
物
師
の
構
造
次
に
近
世
に
お
け
る
天
明
鋳
物
師
の
組
織
に
つ
い
て
、
述
べ
る
こ
と
に
し
よう。表４に示したように、職座近世を通じて、天明宿の人口が
人馬賃を要したのである。
しかしこれ等は、嘉儀の聾用の一端に過ぎない。すなわち献上
灯龍を鋳造する費用、献上金の額、あるいは道中・在京中におけ
る宿泊・滞在費等々を併せて考えれば、その費用は莫大なものに
なることが容易に想像されるのである。鋳物師にとっては、この
ようなことが毎年続くのであり、しかも跡目相続の際に屯継目手
数料を支払わなければならなかった。このような背景をもって中
川以降になると休職鋳物師が続出し、一方では真継家支配外の鋳
物
師
に
そ
の
市
場
を
圧
倒
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
註（１）板倉勝高「文政一一年改諸国鉢物師同寄記」Ｓ流通経済
諭
集
』
三
巻
一
号
）
（２）網野善彦「真継文書に設える平安末ｌ南北朝期の文書に
つ
い
て
」
角
名
古
屋
大
学
文
学
学
部
研
究
論
集
』
五
六
号
）
（３）『一話一言』に収録されているが、豊田武『増訂中世日本
商業史の研究』（九五’六頁）には、その史料ともに解説
も
行
な
っ
て
い
る
。
（
４
）
佐
野
市
金
屋
仲
町
・
小
島
唯
一
氏
所
蔵
（
５
）
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
五
、
二
八
九
二
号
五
六
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表４天明宿の家数・人口・鋳物[lili数
年代｜家数｜人口｜鋳物師’出
二千数百人であったのに対し、鋳物師人数は中期以降においては
大体二○人前後であったと一一一一口える。このような鋳物師人数の停滞
近
世
に
お
け
る
野
州
天
明
鋳
物
の
動
向
（
渡
辺
）
典
正田家文書「京大仏鐘鋳造立次第」
井伊家文書「大洞弁天鳥目寄帳」
小島家文書「灯寵献上願書」
大川家文書「家数人別数寺数僧」
真継家文書「諸国鋳物師名寄記」
日光東照宮文書「諸一件物」
児玉幸多校訂「近世交通史料集」六
正田家文書「諸国鋳物師控帳」
大川家文書「家数人別書上」
３４人？慶長９年
元禄８年
享和３年
文化２年
文政11年
天保元年
天保14年
文久元年
明治４年
2,450人
2０
600ｌｉ「 ２，１８４
１
０
５
９
２
２
１
１
728 2，５９４
唾
前
述
し
た
「
職
座
法
之
徒
」
第
一
○
条
に
あ
る
よ
う
に
真
継
家
に
よ
る新規鋳物師の規制が
大
き
な
原
因
を
な
し
て
い
た。しかし鋳物師人数は
例え二○人前後であっ
て
も
、
実
際
に
鋳
物
業
に
従事している人数は少
なくないと思われる。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
鋳
物師の下には、一般に
小工と言われ、真継家
の支配から離れた鋳掛
師
が
多
数
存
在
し
て
い
る
からである。今、一例
を越後国に見ると、同
国
に
は
真
継
家
支
配
の
鋳
物師が四五人いるのに
対し、鋳掛師人数は確
認されているだけでも
許状回座法・蔵人所牒・由釆薔
（１）
七五人を数えているのである。，もちろんこれ以外にも同国には多
数の鋳掛職が存在したことが想定されるが、その実数を確かめる
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そこで、天明鋳物師を中心とした関係図を示すと、右のように
なる。すなわち天明においては総官（惣代）が鋳物師（大工）仲
間の統率者となり、仲間定法を規定して職業の安定をはかってい
たのである。この総官は享和年小ｗまで大川伊助がその任に当って
いたが、文化年代には正田次郎右衛門・三木平右衛門が任ずるよ
うになったと言われてい魂）また、一般の鋳物師の下には鋳掛師
（小工）がいて鋳造に従事していたが、小工は出職であって、仕
事の忙暇により移動が多かった。
ところで、日光東照宮では、天保元年（一八三○）に洪鐘を鋳直
す際、隠密の神山忠次・村上源吾なる両名に対し、躬北野宿天明
町之様子密々風聞相糺」した報告書を提出させている。この報告
識をもとに表５を作成したが、これによれば天保元錘ルヨ時、天明
井
伊
家
真
継
家
手
数
料
嘉
儀
・
献
上
・
継
目
。
手
数
料
嘉
儀
・
献
上
・
継
目
。
代
官
・
年
寄
里武・献上総官
家格の保証
年
貢
・
献
上
（大工）
鋳
物
師
居住権の保証
五七
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表５ 天保元年・天明鋳物師一覧
新
町
上
町
金
屋
上
町
法
政
史
学
第
二
十
六
号
新
町
下
町
金
屋
中
町
金
屋
上
町
金
屋
上
町
金
屋
上
町
新
町
下
町
新
町
下
町
新
町
下
町
金
屋
中
町
金
屋
中
町
金
屋
中
町
金
屋
中
町
金
屋
中
町
金
屋
中
町
新
町
下
町
金
屋
上
町
新
町
上
町
新
町
上
町
住
居
一
鋳
物
師
氏
名
一
職
柄
一
士
蔵
一
身
上
一
扶
持
人
数
・
格
式
石
原
小
四
郎
大
川
藤
兵
衛
大
谷
圧
次
郎
小
島
半
兵
衛
釜
屋 半｜大
小
島
友
右
衛
門
金
子
久
右
衛
門
正
田
利
右
衛
門
三
木
忠
右
衛
門
正
田
次
郎
右
衛
門
大
谷
権
右
衛
門
太
田
五
郎
兵
衛
太
田
伝
兵
衛
正
田
叉
右
衛
門
大
川
太
郎
兵
衛
大
川
伊
助
大
川
四
郎
次
三
木
平
右
衛
門
川
善
兵
衛
田
利｜金
八｜蔵
鉄
釜
鉄
鍋
釜
師
鉄
鍋
師
鉄
鍬
師
鉄
鍬
師
鋳
鍬
師
鋳
物
師
鉄
物
師
鉄
釜
鉄
釜
大
物
師
大
物
師
－
■■■■■■■■
一一一四 一一一 一一一 一一酉 酉 四 一一 一一一 一一 一一一 〈戸
前
｜（板倉）
一一一１円豆ご両
巨凹
Ｓ
一〈’七ｓ
五’五つ◎
、
Ｃ
ｓ
一、ＣＣＣ
－－．つ
９
人
扶
持
・
苗
字
麻
上
下
免
一一人扶持・苗字麻上下免
一一人扶持・苗字麻上下免
七
人
扶
持
・
苗
字
麻
上
下
免
名
目
上
の
仲
間
だ
け
で
実
は
小
間
物
商
親
代
は
大
物
師
祖
父
代
は
大
物
師
主
に
釜
、
時
に
鉄
鍋
を
扱
う
時
に
鉄
鍋
を
扱
う
時
に
鉄
鍋
を
扱
う
時
に
鍋
を
扱
う
時
に
鉄
鍬
を
扱
う
時
に
釜
を
扱
う
時
に
鉄
鍋
、
問
屋
下
細
工
だ
け
小
間
物
商
－－－■￣
引釜前Ｍ星ｉ
を類々輔
行商よ場
な売り・
うを鋳細
･行物工
な師小
い仲屋
、間は
銅。な
類鋳い
の物が
取鍋、
弟
子
五
人
鳴
物
・
唐
銅
を
扱
う
弟
子
三
人
そ
の
五八
踊鞘場・
細
工
小
屋
を
所
持
他
日光來照宮文書「諸一件物」より作成
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の鋳物師人数は全二○人であったが、実際に踊輔場・細工小屋を
有していた鋳物師は、鳴物を鋳造する大物師二人、特に日常的な
鉄物を扱う一般の鋳物師一○人、合計一二人に過ぎなかった。残
りの八人のうち、七人は鋳物商売や原料の銅屑の取引きを行なう
ことによって、鋳物師の名を存続させていたに過ぎず、一人はす
でに転業していた有様であった。
右の報告書により、これら鋳物師について、さらに詳細に記し
てふたいと思う。すなわち、大川四郎次とともに大物師であり、
また、右方総官でもあった一一一木平右衛門は、身上向き三’四千両
で家内一一二’一一一人、そのうち弟子職人五人を抱え、抱持一カ所、
二間・一一間半の曙路場、二間・五間の細工小屋を有して、領主井
伊
家
か
ら
七
人
扶
持
・
苗
字
・
麻
上
下
の
着
用
を
許
可
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
釣
鐘
・
鳥
居
・
鳴
物
類
・
小
も
の
銅
・
唐
銅
類
職
人
を
抱
置
、
直
請
一市鋳造」する一方では、「鉄もの鍋釜類は同職えもの江下、鉄炭
等相渡し為鋳立、問屋一一而卸売・小売」をするとあるように、他
の鋳物師に対して問屋制的支配を行なっていたのである。
また、同じく左方総官であった鉄鍋釜師の正田次郎右衛門は、
二間・二間半の路糒場、四間・七’八間の細工小屋を有していた
が、天明鋳物を代表するような工芸品は鋳造せず、専ら日備的な
「鉄もの計鋳造」して、その製品を店売りしていた。このように
鍋
・
鍬
・
釜
等
ぺ
農
具
・
日
用
品
を
扱
う
者
が
大
半
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろに、近世後期の天明鋳物師の特徴があると言えるのである。
②
天
明
鋳
物
の
盛
衰
近世になって天明鋳物師の最初の国家的仕事は、京都方広寺の
近
世
に
お
け
る
野
州
天
明
鋳
物
の
動
向
（
渡
辺
）
乍御報貴礼拝見仕候、鋳物師被仰付然御上有之旨得其意尤存
候、妥許罷在侯日限より作料井駄賃丈夫二可出由片市正殿よ
り申来候間、其段鋳物師二可被仰付侯、恐慢謹言、
三月廿九日
安藤対馬守（花押）
酒井雅楽守（略押）
佐
野
修
理
様御
報
前書は当時、豊臣家の家老で、後に家康から所領四万石を安堵
された片桐且元から真継康総に宛てたもので、鋳物師を召集する
ことを命じたものである。そして後書は、幕府老中の安藤重信・
酒井忠世から佐野藩主の佐野信吉に宛てたもので、天明鋳物師へ
鐘鋳であった。周知のように、方広寺大仏は豊臣氏存続の悲願を
こめて、慶長一四年（一六○九）正月から再建に着手したもので、
その鐘の銘に「国家安康」の四字が刻まれ、これが大坂の陣の因
をなしたことは余りにも有名である。そこでこの鐘鋳に関する慶
長一九年（一六一四）一一一月の書状（写）二通を、次に掲げてふよ
う。
大仏殿鐘鋳卯四月十六日在之事二候、諸国鋳物師衆雇申候間、
十日頃二大仏江被下候様二可被仰付候、飯米・手間料は丈夫一一
相渡可申候、猶使者具可得御意侯、恐々謹言、
三月十五日
片
桐
市
正
真
継
美
濃
守
様
五
九
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の通達を依頼したものである。天明鋳物師の名はすでに中世末に
（４）
茶湯釜を通じて全国的仁知れ豆っていたと一一一一口われるが、近世にな
ってもその鋳造技術が広く中央にまで認識されていたことが知れ
るであろう。
いずれにしても、こうして天明鋳物師が中心となって方広寺の
（５）
鐘鋳をすることになり、総勢三九人が上京した。そして四月一四
日に吹祭を執行して、同一六日に鋳造し終り、同月の末には大仏
殿
の
鐘
楼
に
吊
さ
れ
て
、
突
き
は
じ
め
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
さて、方広寺の鐘鋳のため、佐野から上京した三九人の姓別内
訳を承ると、太田氏六人、半田氏五人、長谷川氏三人、横塚・椎
名
・
野
村
・
江
田
・
小
路
・
棚
網
氏
名
二
人
、
早
川
・
正
田
・
石
原
・
大
川
・
三
木
・
村
居
・
小
沼
・
大
谷
・
金
子
・
内
田
・
天
沼
・
吉
田
・
飯
野
氏
各
一人であった。しかしこのうち、内田・小路・吉田・飯野の各氏
・
全
五
人
は
、
他
の
文
献
や
鋳
物
作
品
の
銘
を
み
て
も
、
鋳
物
師
と
し
て
の
名は見つからない。この五人はおそらく佐野家の家臣か、或は在
地の有力者と考えられ、残りの三四人が、当時の天明鋳物師であ
ったと推察されるのである。
この三四人という鋳物師人数は、現在判明する限りにおいて、
近世を通じて最も多い数であり、これも天明の鋳物業が中世より
引
き
つ
づ
い
て
隆
盛
を
極
め
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
しかし、いかなる理由か、当時の作品があまり現存していないの
である。
そこで次に天明鋳物師によって鋳造された作品を見るに、周知
のように、かつて大平洋戦争によって刀剣・梵鐘等々、特に近世
法
政
史
学
第
二
十
六
号
に鋳造された莫大な数量にのぼる工芸品が、軍部の手により強制
的
に
供
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
日
常
的
な
鍋
・
釜
・
農
具
類
は
、
そ
の性格が消耗品的なものであるために、殆んど今日に残していな
い。そのため現在では、近世の作品の全貌を窺うことは不可能で
あると言わなければならない。
し
か
し
幸
い
に
も
、
か
つ
て
足
利
の
鋳
物
師
の
家
に
生
ま
れ
た
故
丸
山
瓦全氏は、工芸品がまだあまり供出されずにすんだ昭和初期、全
国
に
お
け
る
天
明
鋳
物
の
作
品
を
調
査
し
て
お
り
、
我
戈
に
重
要
な
資
料
を
（６）
残している。そこで丸山氏の調査を基にして、そのほかの関係資
料とも出来る限り校合し、若干の補修を行なって年代・地域別に
区
分
し
て
ゑ
た
の
が
表
６
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
判
明
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
一
六
世
紀
以
前
に
は
少
数
な
が
らも全国的に存在しているのに対し、一七世紀になって一時、作
品
数
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
正
保
・
慶
安
期
に
な
っ
て
若
干上昇し始め、寛文・延宝期に急激にその量を増し、文化年代ま
でのおよそ一○○年間が、天明鋳物の最盛期であったことがわか
（７）
る。その原因としては、近世初期にあっては、①実際には鋳造業は
盛んであったが、戦国の余繍もあって、その作品の主たるものが
兵
器
と
な
り
、
工
芸
品
と
し
て
後
世
に
名
を
止
め
て
い
な
い
。
②
原
料
集
荷
が思うにまかせず、また佐野氏の滅亡にあって支配関係の混沌と
する中、鋳造も停滞し勝ちであった。と二つの場合を想定するこ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
慶
長
期
に
三
四
人
の
鋳
物
師
を
京
都
へ
送
ったことを考えると、①の方が原因として、より有力ではないか
六○
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表６天明鋳物作品一覧近
世
に
お
け
る
野
州
天
明
鋳
物
の
動
向
（
渡
辺
）
、地域
、
年イビ、、
(千葉） 陸奥下野 武蔵 常
陸
上
野
相 出
羽
合
計
そ
の
他
安
蘇
郡
都
賀
郡
他
郡
（埼玉）
Ｉ
Ｉ
（東京）
（岩手）
足
利
郡
下
総
上
総
安
－
房
（福島）模
1，３２２－１，５００
１，５０１－１，６００
５１－１，６００
１，６０１－１０
１１－２０
２１－３０
３１－４０
４１－５０
５１－６０
６１￣７０
７１－８０
８１－９０
９１－１，７００
１，７０１－１０
１１－２０
２１－３０
３１－４０
４１－５０
５１－６０
６１－７０
７１－８０
８１－９０
９１－１，８００
１，８００－１０
１１－２０
２１－３０
３１－４０
４１－５０
５１－６０
６１－７０
年代不詳
１
１
１
１
１
１
１
１
３
４
６
４
３
１
５
２
６
８
９
５
８
９
０
８
５
７
６
５
８
７
５
４
４
８
７
１
７
６
３
９
１
２
１
３
４
３
３
２
３
３
５
３
２
２
２
１
１
１
１
１
３
２
４
２
３
1
１ １
１
１
１
１１ １
３
１
２
５
４
６
７
３
１
５
４
０
６
３
２
７
３
０
１
４
５
９
７
８
１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
２
３
２
３
１
２
１
２
１
１
２
１
１
１
４
４
３
２
４
７
９
３
５
３
２
３
３
１
３
１
１
１
２
３
１
１
４
１
１
１
１
５
２
４
１
１
１
４
１
２
４
２
６
１
２
１
１
１
２
６
４
４
６
７
６
６
８
７
７
７
１
７
４
４
３
３
１
４
３
４
３
１
４
１
２
２
４
６
１
８
５
３
４
３
１
１
１
５
１
１
１
１
２
１
１
１ ２
１
１
１
１
３
１
１
１
５
２
１
１
１
３
１
１
１
１
２
１
３
１
３
１
１
１ １
六 １
１
１
４
２ ３１ １
1640合 計’７８１１１１１７０１４７１２３７ 1２１２４１５１８１１０１１１１１１４１１７１１１４
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と思う。
いずれにしても、寛文・延宝期における領主的商品流通の整備、
或は政権の安定によって、兵器よりも日常的な鍋釜、社寺の梵鐘
や鰐口・擬宝珠等々の需要が多くなり、鋳物業が隆盛を極めたの
で
あ
る
。
そ
の
作
品
の
展
開
の
仕
方
は
、
は
じ
め
近
隣
の
安
蘇
郡
内
に
普
及
し、一○年程経過して周辺の都賀・足利郡、および上野国の所謂
東毛地域に、やがて元禄期を境いに関東全域、奥羽南部にまで広
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
しかし一八世紀末になると、その作品数は極度に減少し、特に
化
政
期以降は上野・下野両国以外には数点存在するだけで、殆ん
ど市場的価値が失なわれたようである。近世中期以降、武州一国
を消費地として掌握した武州川口鋳物が一九世紀になって急激に
（８）
その作品数を増加したのと対称的である。また真継家支配外の江
戸
神
田
鍛
冶
町
の
鋳
物
師
も
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
は
仲
間
を
結
成
するほど増大し、天保一二年（一八四一）には全四六名を数える
に至ってト魂。
す
なわち換言すれば、武蔵国における鋳物生産が発展したのに
反比例して、天明鋳物がその市場を失い、やがて工芸品的な鋳造
は衰退の方向にむかうこととなった。その結果が表５に示したよ
うに、約半数の鋳物師が休職し、生産者でも殆んどが鍋・釜等々
の日常品を扱うようになったのである。
註（
１
）
中
川
弘
泰
「
近
世
の
鋳
掛
職
に
つ
い
て
」
ｓ
日
本
歴
史
』
二
九
四
号）
法
政
史
学
第
二
十
六
号
以上、特に近世における野州天川の鋳物師の存在形態、鋳物師
産業の盛衰について、限られた史料によって考察を行なってふた。
（９） ′~、８
ミーノ
（７）
（６） 〆、′へ′へ′■、５４３２
、_ノミーノ、_ノ、=ノ
五
、
む
す
び
に
か
え
て
須
藤
清
市
「
天
明
鋳
物
略
史
」
ｓ
下
野
史
学
』
一
九
号
）
日
光
東
照
宮
所
蔵
豊
田
武
『
増
訂
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
』
七
四
’
五
頁
『
徳
川
実
紀
』
第
一
篇
に
よ
れ
ば
「
京
大
仏
殿
を
豊
臣
右
府
よ
り
構
造
あ
り
。
け
ふ
そ
の
鐘
を
新
鋳
す
と
て
。
昭
輔
百
人
。
都
鄙
工
匠
の
棟
梁
十
四
人
。
小
工
二
百
人
。
鋳
物
師
三
千
人
集
」
（
『
新
訂
増
補国史大系』第一一一八巻六六○頁）とあり、その人数はと
も
か
く
と
し
て
、
京
都
の
ほ
か
全
国
の
鋳
物
師
が
集
結
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
正
田
家
所
蔵
「
京
大
仏
鐘
鋳
造
立
之
次
第
」
に
よ
る
と
、
京
都
と
天
明
の
鋳
物
師
が
主
体
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
丸
山
瓦
全
氏
の
調
査
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
未
公
刊
で
あ
る
。
本
稿
で
は
須
藤
清
市
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、
氏
の
筆
写
原
稿
を
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
な
お
こ
の
ほ
か
、
天
明
鋳
物
師
に
よ
る
作
品
を
一
覧
し
た
も
の
に
佐
野
市
史
編
纂
委
員
会
『
佐
野
の
金
石
』
・
鈴
木
友
也
「
茶
湯
釜
」
Ｓ
日
本
の
美
術
』
八
九
号
）
等
が
あ
る
。
坪
井
良
平
『
梵
鐘
』
に
よ
る
全
国
の
梵
鐘
の
残
存
状
況
を
承
る
と
、
や
は
り
一
八
世
紀
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
が
最
も
多
く
、
天
明
の
鋳
物
作
品
の
場
合
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
中
津
川
章
二
「
川
口
の
鋳
物
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
日
本
産
業
史
大
系
』
関
東
地
方
滴
）
『徳川理財会要』巻一一一六（『日本経済叢書』第三六、五九
○頁）
一ハーー
Hosei University Repository
「西の芦屋と東の天明」と言う言葉に代表されるように、天明鋳
物師は中世以来、数多の工芸品上の秀作を鋳造してきたが、特に
一八’九世紀の約一○○年間が最盛期であったと言えよう。しか
し、一九世紀以降、武州川口の鋳物業が盛んになると、その勢力
によって市場が減少し、やがて工芸品的なものから日常品へと、
その主たる鋳造作品が変遷したのである。
一方、この時期になると、近世前期には朝廷の権威を背景に、
絶対的な権力を有した真継家の支配力も衰退し、鋳物師の下にあ
った鋳掛職が独立して野鍛冶に変わり、その営業をめぐって諸々
の問題が発生したのである。右の史料が、この問題を端的に示し
ているであろう。
鋳物師末職小工之者共儀、近来甚狼り一一相成
御威光偽唱職式不相守輩数多有之二付、武蔵・相模・上野・
下野右国交小工共如前取調度段其許中相願、依之願之旨五ヶ
年間承届候、尤右国々居住最寄之鋳物師共江及届引、仕来通
安静正路二取計可有之候也、
文
久
元
年
酉
七
月
真
継
家役
所
回
野州安蘇郡佐野天明
正田次郎右衛門殿
大
川
善
兵
衛
殿
いずれにしても特権的な営業権は、新興の鋳物師・鋳掛職によ
近
世
に
お
け
る
野
川
天
明
鋳
物
の
動
向
（
渡
辺
）
って侵害され、その生産量は日増しに低下していったのである。
これは幕府の統制力の衰微もさることながら、真継家の発公す
る文書が真継家支配外の鋳物師に対して、効力を失ってきたから
であろう。そして真継家の背後には、常に天皇家が存在すること
も忘れてはならない問題である。
しかしながら、天明ではその鋳造技術は衰えることなく、幕末
の海防問題が表面化した際には、川口よりも天明の大砲の方が品
（１）
質がよいと一一一戸われていた。そして現在でもその技術は、数軒の家
によって連綿と伝えられているのである。
ｌ
追
記
ｌ
本稿は、佐野市史編纂の過程で生まれたものであり、心よく
史料の閲覧の便をはかって頂いた正田・小島両家、および金山
神社・日光東照宮に対し、深謝の意を表したい。また、本稿作
成にあたっては同市史編纂室長小久保友次郎・石田正巳氏、お
よび近世細専門委員の村上直・浅沼徳久・須藤清市先生を始め
とする関係者の方々には多大な御協力を頂き、さらには世田谷
区史編纂の竹内秀雄先生や学兄池上博之氏にも御教示を得た。
ここに記して御礼を申し上げるとともに、私の勉強不足から御
期待に充分答えることができなかったことを御詑ぴする次第で
ある。
註（１）『大日本維新史料』類纂之部「井伊家史料」｜、三一九
頁を参照。
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